





























































































































































































































































































































































陸上競技2～ 乳酸をどう活かすか 杏林書院 東
京:79-92.
森丘保典・伊藤静夫・持田 尚・大庭恵一・原 孝子・
内丸 仁・青野 博・雨宮輝也（2003）間欠的な
漸増負荷ランニング中の血中乳酸動態から推定さ
れるパワーと400m走記録との関係.体育学研究,
48:181-190.
沼沢秀雄・杉浦雄策（1994）200m,400mレースの
時間分析 世界一流競技者の技術 ベースボールマ
ガジン社 東京:50-56.
尾縣 貢・福島洋樹・大山圭悟・安井年文・関岡康
雄（1998）筋疲労時の疾走能力と体力的要因の
関係 体力科学,47:535-542.
Rusko,H.,Nummela,A.,& Mero,A.（1993）A
new methodfortheevaluationofanaerobic
runninginathletes.Eur.J.Appl.Phy-siol.,66:
97-101.
Tudor,O.Bompa.（2006）競技力向上のトレーニ
ング戦略（尾縣 貢・青山清英監訳）大修館 東京:
182-195.
（2011年10月13日受付）
（2011年12月14日受理）
―118―
